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１ まえがき  

 近年、物流業界ではトラックドライバー不

足を解消する配送対策としてドローン（物流

領域のロジスティクスドローン）の活用が注

目されている。ドローンとは狭義には、人間

の搭乗、遠隔からの操縦によらず自律飛行が

可能な小型の無人航空機を指す。また広義に

は「（自律飛行式を含む）遠隔操縦可能な、比

較的小型の無人飛行機」と指す。ただしマル

チコプターの全てがドローンというわけでは

ない。本報告ではドローンの活用について物

流・ロジスティクスの観点から考察する。 

 

２ 市場環境 

表１に世界及び日本ドローンの市場規模 

 世界のドローンの民間用市場規模は、２０

１５年、２０１６年で４０００億円〜５００

０億円であり、２０２０年には 1兆１０００

億円〜1 兆３０００億円になると予想されて

いる。 

表１ 世界及び日本のドローン市場規模 

 

 

３ ドローンの活用 

物流への活用例 

（１）離島や過疎地などの非人口密集地域に

おける貨物配送 

（２）都市部における貨物の配送 

（３）災害発生時の活用 

（４）倉庫内貨物配送 

ドローンを活用した荷物配送の主な取り組み 

国土交通省では平成２８・２９年度の物流

ドローンポートシステム開発を踏まえ平成３

０年度に過疎地域などにおける物流の課題解

決に向け、全国５箇所で検証実験を実施した。 

『未来投資戦略２０１８（平成３０年６月

１５日閣議決定）』では小型無人機について、

本年度からの山間部等での荷物配送等の本格

展 開に向け、航空法に基づく許可・承認の審

査要領の早期改訂等を行った。 

2020 年代には都市部での荷物配送等を本

格展開させるため、上空飛行の要件の検討を

開始するとともに、電波利用の在り方 の検討

や福島ロボットテストフィールドを活用した

複数機体の運航管理と 衝突回避の技術開発

等を進めることとなった。  

『総合物流施策大綱(2017 年度~2020 年

度)(平成 29年 7月 28日閣議決定)』 ではド

ローンの活用により、物流の効率化や省人化

を目指し、取組を進める。  

具体的には、山間部等における荷物配送の

本格化などを図るため、実証 フィールドの活

用を通じて、機体の性能評価基準を策定し、

複数の機体の 同時活動を可能とする運航管

理システム・衝突回避技術等の開発や国際標 

準化を進める。  

 

４ 中国におけるロジスティクスドローン 

中国のドローン産業は、1960 年代以来、

米国やイスラエルをはじめとする国々での

軍事 用ドローンの研究開発の影響を受け、

軍事分野で先行していた。 
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一方、2000年代以降、中国は「世界の工場」

と呼ばれ、アパレル製品や雑貨といった 製

品のみならず、ノート型 PC や携帯電話・ス

マートフォンの一大生産拠点となり、スマー

トフォン製造業の発展により、GPS を始めと

する各種センサや電池の性能 が向上し価格

も下落したことや、ブラシレスモータが実

用化されたことで、民用ドローンの 普及に

繋がっていった。 

な お 、ドローンは「空飛ぶスマートフォ

ン」と俗称されるほど、スマートフォンと搭

載部品が重複している。 

中国のコンシューマー用ドローン産業

は、フランク・ワン氏が 2006 年に深圳市

で DJI を 創業して以来、フライトコントロ

ーラの開発と製造からスタートし、2008 年

にシングルロー タのヘリコプタ用のフライ

トコントローラ XP3.1 を類似の製品が少な

かったことから、 1 セット 20 万元(320 万

円)程度で販売し、資金を貯めることに成功

したことなどで発達した。  

 

５ ドローンの課題 

 ドローンの性能向上に係わる課題としては

機体性能向上、飛行制御の高度化、耐環境性

があげられ、さらに不正利用防止についても

対策を講じる必要がある。 

（１）機体性能向上 

軽量化、エネルギー供給機構の効率向上、

省エネルギー化、滞空時間の延長、メンテナ

ンス性向上などを推進する必要がある。 

（２） 飛行制御の高度化  

 飛行操縦に際しての制御性を向上、高度化

させる必要がある。 

（３）耐環境性 

耐風性、(耐水性)を高めることで台風や嵐

の中、あるいは条件の悪い夜間飛行など、活

用の領域が広がることになる。 

(4)不正利用防止 

 さまざまな犯罪やテロなどに悪用された事

例が多く報告されている。不正使用を防止す

るガイドラインの作成が必要である。 
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